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人工知能とデータを活用した
課題解決型イノベーション：
キッズデザインを例題に

西田佳史
産業技術総合研究所 人工知能研究センター 首席研究員

2017/3/8 RIETI BBLセミナー
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子どもの傷害に関連した製品（キッズデザイン製品の対象）

・ 自転車、ベビーベッド、おもちゃなどの子ども用製品
だけでなく、大人用製品でも多くの傷害が発生。
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傷害に関係した主な製品
（産総研が保有する傷害データN=8,334)

メインユーザが大人の製品にもキッズデザイン
（子どもに配慮されたデザイン）が重要。
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事故予防は「見守りの問題」？
（子どもの見守りの科学の必要性）

・ 見守りの効果は検証されていない。

・ しかも、何が見守りなのかの定義も曖昧。

・ 研究ツールの開発と研究が必要。
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日常生活における実際の転倒の調査

：加速度・ジャイロセンサ

：IEEE1394カメラ(6台)

子どもの転倒時のデータ収集と、衝撃吸収性能を備えた床
における転倒衝突時の子どもへの影響についての検
証 （ H22年度 経産省 KD事業 共創PJ 永大産業（株） ）

Measuring Space
25.7 [m2]

Monitoring Space
8.6 [m2]

1~4 years old
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転倒の科学 転倒時間
N=104回

生後11～50ヶ月 19人

N=104
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見守りによる転倒防止は困難

・ 多くの転倒は発生から0.5[秒]
・ 人間の視覚の平均的な反応時間は0.2[秒]

・ 動作開始から0.3[秒]程度で子どもに到達する必
要がある

・ 子どもから1[m]の場所で見守っていても，

1/0.3 = 3[m/sec]
の速さで動く必要があるが，初速は0であるため，さらに

早く動く必要性がある．

予防策が⼤事（安全な環境・状況を整備）
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「落下高さ」と「落下時間の関係」

8

落下高さ
（ｍ）

接地面への到達
時間（秒）

０．５ｍ ０．３秒
１．０ｍ ０．４５秒
２．０ｍ ０．６３秒
３．０ｍ ０．７８秒

世界では毎日130人の子供が転落で死亡
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スポーツ外傷：自打球で眼の傷害

9
地域と連携した科学
（秩父市中学校協働）

時速42km/h

時速103km/h
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子どもの死亡原因の現状

年齢 第1位 第2位 第3位 第4位 第5位

0歳
先天奇形，変形及

び染色体異常
715

周産期に特異的な
呼吸障害等

248

乳幼児突然死症
候群
96

胎児及び新生児の
出血性障害等

83

事故
81

1-4歳
先天奇形，変形及

び染色体異常
159

事故
109

悪性新生物
68

肺炎
50

心疾患
50

5-9歳
悪性新生物

100

事故
87

先天奇形，変形及
び染色体異常

33

心疾患
26

肺炎
25

10-14歳
悪性新生物

107
自殺
89

事故
74

先天奇形，変形及
び染色体異常

28

心疾患
18

15-19歳
自殺
447

事故
288

悪性新生物
147

心疾患
52

その他の新生物
21

（2015年
人口動態統計）

事故が死亡原因の第一位
・年間639人の子ども(19歳以下)が死亡（誤飲・転落・溺れ）
・年間5,000億円の経済損失

事
故
が
第
一
位

事
故
が
第
一
位

1-19歳
事故 自殺 悪性新生物

先天奇形，変形及
び染色体異常

心疾患

558 536 422 239 146

年齢階級別に見た死因順位
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事故発生から一連のパターン

～天窓事故を例題として～

・ 2008年6月18日 杉並区立杉並第十小学校で６年生が天窓
から転落（→事故が発生）

・ 2010年4月8日 鹿児島県霧島市立綾南小学校 小学３年
生天窓から４ｍ転落
（他の地域で事故が繰り返される）

・ 2011年1月31日 杉並第十小学校の校長 戒告処分（行政
処分）
（→たまたま上長・担当だった誰かの責任となり、事故報道、
事故の対応（対策ではなく）が収束する。）
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事故発生

校長、謝罪

教育委員長、管
理指導を徹底

文科省、再発
防止策を検討

自治体、校長を戒告
処分（行政処分）

損害賠償（民
事）？？

消防庁、過去
のデータ発表

文科省、留
意点を通達

教訓「情報共有
の必要性」

同様な事故
が他の学校

で発生

警察、校長を業務
上過失致死罪で
略式起訴・命令
（罰金20万円）

「仕組み」不在
の悪循環

（個別、その場対応、
システム不在）

現状は、加害者生産システム
天窓の場合

2年7月後 1年8～9月後

1週間

1日後

3月後

1年9月後

教育委員会、
通達

社会問題：

12
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問題解決の側面：
社会問題解決はなぜ難しいか？

・ 強い経済的制約（行政にはお金が無い）
– Colorado Springsでは、予算が厳しく、アラカルト方式を取っている。街灯が

欲しければ125ドル支払う必要がある。そのほか、様々な地域で、学校、病
院の閉鎖、警察の削減などが起こっている。

・ 満たされない市民ニーズ（しばしば、矛盾する施策）
– 農水省が農業支援することで砂糖が増える一方、厚生省は肥満対策をして

いる。交通渋滞対 vs 車使用の推奨。海外支援 vs 輸入規制。

– 成功するか分からないような高いリスクは行政では許容できない。

・ 行政支配モデルの限界
– ハイリスクを許容する民間、財団の活用が必要。

– Walmartが肥満対策のプレイヤーになる、といった新しい発想が必要。

Solution Economyアプローチ
民間・NPO・行政などの連携

13
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Solution Economy事例
Recyclebank

・ 環境問題（リサイクル率向上促進）のソリューション提供。
・ RFIDを用いたリサイクルモニタリングシステムがあり、各家庭のリサイクル活

動を評価し、ポイントが貯まる仕組み。

・ そのほか、エコ商品を購入したり、エコ商品だけを扱っているショップから購入
したり、エコ活動を宣誓したり、環境に優しい活動・知識（ガラスが土壌に分解
するには１００万年かかるなど）に関して学習するとポイントが貯まる。

・ 獲得ポイントは、GAPなどで商品に代えることができる。
・ リサイクル率を数％～６０％以上に向上させた成功地域がある。

https://www.recyclebank.com/
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データ・AIを活用した安全知識循環社会
（傷害予防の生活デザイン）

日本ブランド化戦略としてのキッズデザイン
世界でも新しい業際・学際的仕組みの確立（技術・データ・人）
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キッズデザイン
What’s KIDS DESIGN ?
特定非営利活動法人 キッズデザイン協議会
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社会に眠ったビッグデータ
を活用する傷害予防

医療機関のビッグデータ
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[事故情報を集める技術] 

傷害サーベイランス技術

 診療所

 緑園こどもクリニック

 出口小児科医院

 中核機関

 国立成育医療研究センター
（子どもの専門医療機関）

 大村市医師会・歯科医師会
(80病院）

 重傷例・専門病院

 大阪医療センタ―（脳外科）

病院を定点

身体地図情報システム技術

4万件（ 2006年11月～2016年現在）

病院は、データ関所！
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事故事例を検索サービスの例（自転車）

http://www.cipec.jp/project/
19
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スポーク外傷のアニメーション
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A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

構造変化

B
変えられるもの

（操作可能変数）

A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

「（変えたいものが）

変えられない」構造

「変えられる」構造

「変えられる化」

見
か
け
上

の
固
定

変えたいもの、変えられるもの、変えられるものを見極め、
変えられるもので、変えたいものを変える。
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キッズデザイン製品開発支援事業 共創PJ（ブリジストン）

脚の可達範囲の計測(197人 1～9歳)

＜必要なアクション＞
データに基づいて子どものスポーク外傷を起こさせ

ないデザインの工夫（メーカ）
後部座席を使用する（保護者）

計測結果

子どもは、発達に伴い、脚の長さ
が大きく変化し、足の到達範囲も
大きく変化する。

１歳の足の到達範囲

９歳の足の到達範囲

最大458mm

最大244mm

＜知見＞
７歳～9歳では足の到達範囲が広い。

＊１ 平成22 キッズデザイン製品開発支援事業報告書

幼児座席上での
脚の幅の計測

幼児座席上での
脚の高さの計測

22
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（財）製品安全協会 自転車の幼児座席の基準
「自転車用幼児座席の認定基準及び基準確認方法」
2011年11月１６日改訂
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データに基づく予防効果のインパクト評価

24

安全基準改訂前

安全基準改訂後

受傷確率が55.3%低下

24
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（多職種連携による創造的マニュファ
クチャリング）
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歯ブラシによる刺傷事故
創造的デザイン事例

日本小児科学会 Injury 
Alert

刺傷
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歯ブラシ事故データの詳細 （2007年1月 – 2011年12月)

N = 225人

性別 年齢

重症度
27
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A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

構造変化

B
変えられるもの

（操作可能変数）

A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

「（変えたいものが）

変えられない」構造

「変えられる」構造

「変えられる化」

見
か
け
上

の
固
定

変えたいもの、変えられるもの、変えられるものを見極め、
変えられるもので、変えたいものを変える。
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多機関分散データの統合的利活用

病院のデータ

消防庁のデータ

産総研のデータ

傷害

行動

新しい知見に基づく製品設計

Penetrating injury can be 
caused by fall. Breaking 
stress is 3 to 10[Mpa].

統計モデル

Experiment for deeper 
understanding

オントロジー

製品デザイン

状況
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シリコン製曲がる
歯ブラシ
（シンプルで安価な
ソリューション）

2015年2月

2015年4月14日
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2015年グッドデザイン賞受賞
2015年キッズデザイン賞受賞
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社会を変えられる化する
ヒントを探る

32
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スマート戦略

スマート・パワー

・ スマートパワーとは、強制と金銭の支払いというハードパワーと

、説得と魅力というソフトパワー(2004)の組み合わせ。
– 元ハーバード大学教授 ジョセフ・ナイが2011年に提唱。

・ ハードパワー（押す力） 鞭（鞭のようにみえない鞭）
– 武力行使、支払い、ある種の課題設定

・ ソフトパワー（引く力） 飴（飴のようにみえない飴）
– 課題設定のうち相手が正当とみなすもの、魅力、説得

命令 強制・脅し・支払い・制裁・枠付け・説得魅力ハード 吸引 ソフト

33
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スマートパワー戦略から見た
紹介事例の位置づけ

命令 強制・脅し・支払い・制裁・枠付け・説得魅力
ハード
パワー

吸引
ソフト
パワー

チャイルドシートの安全基準 フレキシブル歯ブラシ

34



A
rt

ifi
ci

al
 In

te
lli

ge
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r

スマートパワー戦略
のパイプライン化

35

課題提示（枠付け）

ソリューション（技術）

価値化（魅力化）

押す力

引く力

2013/5/8（NHKニュース）

2014年（共同研究）

2016年7月

常識化

押す力

東京都商品等安全対策協議会

2015年8月

エビデンス
提供

技術提供

エビデンス
提供
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事故予防のために何を変えるか？(３E)
保護者をコントロール Education

環境をコントロールEnvironment

子どもをコントロールEducation

Passiveアプローチ

法律・安全基準作成

Enforcement

36
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傷害予防＝環境を変える、教育を変える、法律を変える

押しこみ力 press force>45Ｎ

蒸気温度 T<50℃(122°F)

転倒時湯漏れ防止

衝撃吸収材の設置
37
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展望
高齢社会におけるイノベーション

38

38



A
rt

ifi
ci

al
 In

te
lli

ge
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%
救急搬送数

出産数

人口推移

婚姻数

要支援・介護認定数

家庭の介護者

社会背景：生活機能変化のエビデンス

発達とともに
起きる事故

出産・育児のた
めの休職・退職

配偶者や
親の介護

身体・認知機能の低下
による事故・介護
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40
国際アルツハイマー病協会「世界アルツハイマー報告書2015」 より

社会的課題：認知症(100兆円 in 2018)

200兆円
(2030)

100兆円
(2018)

アジアで
急増。
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社会問題とは何か？

・ 社会問題とは、社会全般に広く存在している
が、一見すると隠れていてよく見えない悪い
構造があり、その社会構造のせいで、意図し
て作った構造によるものでないのにも関わら
ず、至るところで、まるでシステマティックに問
題が起こっているように見える現象のこと。

社会問題解決型イノベーション

社会問題は「隠れた公益性」であり、それを的確に
見つけ、ソリューションによって市場化する企て

西田, 北村, 大野, 本村, 山中, "見かけ上の固定問題を「変えられる化」する," 
小児内科, Vol. 46, No. 11, pp. 1699-1705, 2014
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イノベーションとは何か？

・ イノベーションというのは、アイデアや、科学的な発
見や、技術革新などが社会に広まって人々の生活を
具体的に変えていき、結果として、一人ひとりの価値
観や生活が変わることを指しています。イノベーショ
ン＝技術革新ではないのです。行動様式、生活様式
まで変革できてはじめてイノベーションといえる。

黒川清, イノベーション思考法, PHP新書, 2008
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A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

見
か
け
上

の
固
定

社会問題

B
変えられるもの

（操作可能変数）

A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの
（操作不能な説明変数）

個々の生活が変わること
（社会問題の改善・解決）

構造変化

イノベー
ション

構
造
（
次
元
追
加
）

課
題

市
場
・
経
済

企業

（プロダクト・
サービス）

公益性の高い
隠れたニーズ
（社会問題・
隠れた真実）

「変えられる構造化」された問題「固定化された」「隠れた」問題

プロダクト・サービスによって
個人問題から市場化（専門化と
交換のメカニズム）された問題

骨太な（社会問題解決型）イノベーションとの関係

日
常
生
活
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
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最近の事例①：スバルアイサイト
（第４次産業革命が期待されるプロダクト）

・ 富士重工業は1月26日、2010年度から2014年度に国内販売したスバル車
の人身事故件数についての調査結果を発表した。

調査は富士重工が、交通事故総合分析センター（ITARDA）のデータを基に
独自算出したもの。2010年度から2014年度に国内販売したスバル車のう
ち、アイサイト搭載可能モデル（搭載車24万6139台、非搭載車4万8085台
）の人身事故件数をその発生状況毎に分類した。

調査結果によると、アイサイト搭載車は非搭載車に対し、1万台当たりの件
数が、車両同士の追突事故では約8割減、対歩行者事故では約5割減、調

査対象全体では約6割減であることが分かった。

44

新たな次元の追加
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最近の事例②：スマート・見守り
（第４次産業革命が期待されるプロダクト） 新たな次元の追加

繰り返されるプール
の溺死事故
（監視員の数
のせい？）
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見守りIoT：Poseidon(ポセイドン）：
カメラを用いた溺れのモニタリング

実際の救出映像
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最近の事例③：スマート・マニュファクチャリング（第４次産業革命）
事故ビッグデータ・IoT・ミュレーションを活用した製品デザイン

傷害データ（病院）

統計データ（消防庁）

センサを用いた転び方の
データ（産総研）

傷害

行動

刺傷のリスクを計算

統計モデル

シミュレーションを用いた分析

オントロジー

実験による分析

状況

製品デザイン

新たな次元の追加を支援するプロセス＝第４次産業革命
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変えたいもの
（目的変数）

C
変えられないもの

（操作不能な説明変数）

見
か
け
上

の
固
定

社会・生活問題

B
変えられるもの

（操作可能変数）

A
変えたいもの

（目的変数）

C
変えられないもの
（操作不能な説明変数）

個々の生活が変わること
（社会・生活問題の改善・解決）

構造変化

解決化

構
造
（
次
元
追
加
）

課
題

市
場
・
経
済

産業化
個人問題・努力
（公益性の高い
隠れたニーズ）

「変えられる構造化」された問題「固定化された」「隠れた」問題

プロダクト・サービスによって
個人問題から市場問題へ変換
（専門化と交換のメカニズム）

骨太な（社会問題解決型）イノベーションとの関係

日
常
生
活
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス

産
業

化

問
題

構
造
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科学技術（ブーム）を活用する

49
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社会インパクト（子ども事故予防分野）

50

子ども、事故（Google Trend)

キッズデザイン（Google Trend)

産総研研究グ
ループ発足

キッズデザイン賞開始

消費者庁
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様々な社会変容（人工知能）

51

人工知能（Google Trend)

Watson, AI（Google Trend)

51



A
rt

ifi
ci

al
 In

te
lli

ge
nc

e 
R

es
ea

rc
h 

C
en

te
r

科学ブーム（ナノテクブームの場合 1998-2007)

52
五島綾子, ＜科学ブーム＞の構造, みすず書房, 2014
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社会的ニーズ（高齢者）

高齢者、事故（Google Trend)

認知症（Google Trend)
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ニーズ シーズ

)
認知症
（Google Trend) )

人工知能
（Google Trend)

2015

2013

2011

2009

2007

2005
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New Normal駆動型イノベーション
（問題・データ・知性遍在社会）
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